
大津市下水道排水設備指定工事店処分基準要綱 

 

（趣旨） 

第１条 この要綱は、大津市下水道排水設備指定工事店規程（以下「規程」という。）第１０条

の規定による指定の取消し又は一時停止の処分に関し、必要な事項を定めるものとする。 

（審査委員会） 

第２条 公営企業管理者は、指定工事店の処分の公正の確保及び透明性の向上を図ることを目的

として、大津市下水道排水設備指定工事店審査委員会（以下「委員会」という。）を設置する。 

２ 委員会は、別表１に対する違反点及びその処分について協議し、公平にその判定を行うもの

とする。 

３ 委員会は、局長、企業総務長、技術事業長、施設事業長、企業総務課長、下水道整備課長及

び下水道施設課長の職にある者その他公営企業管理者が必要と認める者をもって組織する。 

４ 委員長は、局長の職にある者をもって充てる。 

５ 委員長に事故があるときは、委員長の指名する委員がその職を代理する。 

６ 委員長は、必要に応じて委員会を招集し、会議を主宰する。 

７ 委員会は、３分の２以上の委員が出席しなければ開くことができない。 

８ 議事は、会議の出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、委員長の決するところによる。 

９ 委員長は、緊急を要するときその他特別の事情があると認める場合には、書面による賛否を

求めて委員会の協議に代えることができる。 

10  委員会は、必要に応じ関係者等の出席を求め、説明又は意見を聴取することができる。 

11  委員会は、会議の経過及び結果を速やかに公営企業管理者に報告しなければならない。ただ

し、第９項の規定を適用した場合は、書面合議によるものとする。 

12  委員会に関する庶務は、お客様設備課において処理する。 

（違反点） 

第３条 大津市下水道排水設備指定工事店（以下「指定工事店」という。）が別表１に定める違

反等の事項に該当する行為を行ったときは、同表に定める違反点を付加する。 

２ 前項の違反点の適用期間は、違反点の付加を受けた日から２年間とする。 

３ 公営企業管理者は、第１項の違反点を付加したときは、指定工事店に通知するものとする。 

（処分） 

第４条 公営企業管理者は、前条の規定により指定工事店に付加された違反点の合計が別表２

に定める点数となったときは、同表に定める処分を行うものとする。 

（その他） 

第５条 この要綱に定めるもののほか、指定工事店の処分に関し必要な事項は、その都度公営企

業管理者が定める。 

 

附 則 

この要綱は、平成２２年４月１日から施行する。 

附 則 

この要綱は、平成２３年４月１日から施行する。 

 附 則 

この要綱は、平成２５年４月１日から施行する。 

 



 附 則 

この要綱は、平成２６年４月１日から施行する。 

 附 則 

この要綱は、平成２７年４月１日から施行する。 

 附 則 

この要綱は、平成２９年４月１日から施行する。 

附 則 

この要綱は、平成３０年４月１日から施行する。 

附 則 

この要綱は、平成３１年４月１日から施行する。 

 附 則 

この要綱は、令和２年４月１日から施行する。 

 附 則 

この要綱は、令和３年４月１日から施行する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



別表１ 

 

 違 反 等 の 事 項 根 拠 規 定 違反点 

遵守事項（規程第６条関係） 

１ 
正当な理由がなく排水設備工事の施行の申

込みを拒否したとき。 
規程第６条第１項第１号 １ 

２ 
排水設備工事を、適正な工費で施行しなかっ

たとき。 
規程第６条第１項第２号 １ 

３ 

排水設備工事の請負契約を締結するに際し

て、相手方に、請負金額、工事期間その他必

要事項を明確に示さなかったとき。 

規程第６条第１項第３号 １ 

４ 
排水設備工事の全部又は大部分を一括して

第三者に委託し、又は請け負わしたとき。 
規程第６条第１項第４号 １ 

５ 
下水道排水設備指定工事店としての自己の

名義を他の者に貸与したとき。 
規程第６条第１項第５号 １ 

６ 

条例第５条の規定による公営企業管理者の

確認を受けた計画に係る工事以外の排水設

備工事をおこなったとき。 

規程第６条第１項第６号 １ 

７ 
責任技術者の監理の下において排水設備工

事の設計及び施行をしなかったとき。 
規程第６条第１項第７号 １ 

８ 

天災地変又は使用者の責に帰すべき理由に

よるものを除き排水設備工事の完了後１年

以内に生じた故障等について無償で補修し

なかったとき。 

規程第６条第１項第８号 １ 

９ その他遵守事項義務違反 規程第６条第２項 １ 

条例違反事項 

10 
無届け工事を行

ったとき。 

排水設備の使用後に無届

け工事が発覚したとき。 
大津市下水道条例（昭和

４３年条例３６号。以下

「条例」という。）第５条 

２ 

排水設備の使用前に無届

け工事が発覚したとき。 
１ 

11 

排水設備工事が完了した日から５日以内に

その旨を公営企業管理者に届け出て検査を

受けなかったとき。 

条例第７条 １ 

12 

責任技術者又は責任技術者の監理の下で排

水設備工事を施行した者が検査に立ち会わ

なかったとき。 

下水道法第４９条第４項 １ 

備

考 

違反の件数は、確認申請書１枚につき１件とし、１件の行為により２以上の

違反等の事項に該当するときは、それぞれの事項につき違反点を付加する。 

 

 



別表 ２ 

 

違 反 点 処   分 

２点 警  告 

３点 １５日間指定効力停止 

４点 １か月間 〃 

５点 ２か月間 〃 

６点 ３か月間 〃 

７点 ６か月間 〃 

８点 指 定 取 消 し 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


